
自立した学習者を育てる
読むことの指導を目指して

自ら読みたくなる「海の命」「やまなし」の単元づくり
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第１分科会



本日の発表内容

１ 研究主題の設定について

２ 都小国研「読むこと部」で捉える
「言葉による見方・考え方を働かせる」とは

３ これまでの研究の流れ

４ 実際の実践

５ 成果と課題



他者と協働し、豊かな言語
生活を実現する国語学習

都小国研 研究主題

１．研究主題の設定 (１)都小国研 研究主題

Ｒ７年度 副主題
～学びを通して身に付けた言葉の力を日常生活で生かそうとする～

Ｒ６年度 副主題
～身に付けたい力を意識し、自ら学びを進める～

Ｒ５年度 副主題
～「言葉による見方・考え方」を働かせる学びをつくる～



【読むこと部の研究主題】

自立した学習者を育てる
読むことの指導

【都小国研全体の研究主題】

他者と協働し、豊かな言語生活を実現する
国語学習

１．研究主題の設定 (２)読むこと部の研究主題の設定



【読むこと部の研究主題】

自立した学習者を育てる読むことの指導

【Ｒ５年度 都小国研全体の研究主題】

他者と協働し、豊かな言語生活を実現する国語学習
ー「言葉による見方・考え方」を働かせる学びをつくるー

⑴「言葉によ
る見方・考え
方」を働かせ
る学びをつく
る。

⑶学習活動（言語活動）
において、自らの考えをも
ち、多様な考えをもつ他者
と関わり協働する中で、新
たな考えをもつ。

⑵児童が（本単
元において）身
に付けたい力を
意識し、自ら学
びを進める。

⑷獲得した言葉の
力を日常生活に
活用し、言語生活
を豊かにする。

①「読み方」を
意識して読む

②自ら読み進める ⑶協働的に読む
⑷言葉や文章を
大切にする

１．研究主題の設定 (２)読むこと部の研究主題の設定



本日の発表内容

１ 研究主題の設定について

２ 都小国研「読むこと部」で捉える
「言葉による見方・考え方を働かせる」とは

３ これまでの研究の流れ

４ 実際の実践

５ 成果と課題



叙述
取り出した情報

学習課題や問いの解決

本文
物語の全文

見方
読みの観点

考え方
整理・分析の

方法

２．都小国研読むこと部で捉える「言葉による見方・考え方」の働かせ方



・文章に書かれたことを正確に捉える。
・文章に書かれたことから豊かに想像を広げる、考えをもつ。

叙述を基に比較、類推、分類
因果関係をとらえる

関連付ける

会話 行動 様子
人物像、相互関係

情景などの描写、比喩…等

文章

考え方

見方
読みの観点

整理・分析の方法

２．「言葉による見方・考え方」の働かせ方 (１)Ｒ５年度 「見方・考え方」の具体化



本日の発表内容

１ 研究主題の設定について

２ 都小国研「読むこと部」で捉える
「言葉による見方・考え方を働かせる」とは

３ 研究の歩み

４ 実際の実践

５ 成果と課題



【成果】
教師が「言葉による見方・考え方」
を意識して指導できた。

【課題】
児童が「言葉による見方・考え方」
を意識しながら文章を読むことがで
きたかの検証には至らなかった。

3．研究のあゆみ (１)Ｒ５年度 成果と課題



3．研究の歩み (２)Ｒ６年度 研究課題と全分科会共通の3つの手立て

Ｒ６年度 副主題
～身に付けたい力を意識し、自ら学びを進める～

【R5年度 読むこと部の課題】
児童が「言葉による見方・考え方」を意識しながら
文章を読むことができたかの検証には至らなかった。

教材分析表 教師の支援 振り返り

【Ｒ６年度読むこと部 共通の3つの手立て】

児童自身が「読み方」を意識



児童自身が「読み方」を意識できるように

身に付けたい力
を明確化する

授業の中で意図
的に取り上げる

日常化
→自分の思考を表現でき
るようにする

教材分析表 教師の支援

問い返し

価値付け

話型の提示
「読みの足あと」

振り返り

「読み方」を意識
した振り返り問い

読みの観点

整理・分析の方法

3．研究の歩み (２)Ｒ６年度 研究課題と全分科会共通の3つの手立て



【成果】
児童が自身の読み方を客観的に捉え、
「読みの足あと」に残すことができた。

【課題】
教師と児童のやり取りが多く、より
協働的な学びを実現させるための手
立てが必要である。

3．研究の歩み (3)Ｒ６年度 成果と課題



①「読み方」を
意識して読む

②自ら読み進める ⑶協働的に読む
⑷言葉や文章を
大切にする

【読むこと部の研究主題】

自立した学習者を育てる読むことの指導

【都小国研全体の研究主題】
他者と協働し、豊かな言語生活を実現する国語学習

ー学びを通して身に付けた言葉の力を
日常生活で生かそうとするー

⑴「言葉によ
る見方・考え
方」を働かせ
る学びをつく
る。

⑶学習活動（言語活動）
において、自らの考えをも
ち、多様な考えをもつ他者
と関わり協働する中で、新
たな考えをもつ。

⑵児童が（本単
元において）身
に付けたい力を
意識し、自ら学
びを進める。

⑷獲得した言葉の
力を日常生活に
活用し、言語生活
を豊かにする。

3．研究の歩み (4)Ｒ７年度 全国大会に向けての見直し



日常生活で

読む場面

② 自ら読み
進める

③ 協働的に
読む

① 「読み方」を
意識して読む

④ 言葉や文章を大切にする

「豊
か
な
言
語
生
活
」の
実
現

「自立した学習者」
のイメージ

「読み方」が分

かると想像が広
がる。

自分なりに「問

い」を解決しなが
ら読むと楽しい。

文章を読んで

考えたことを友
達と交流すると
新たな発見が
ある。

読むって楽しい。
もっと読みたい。

「読む」という行
為を肯定的に
捉える。

生涯にわたって、
読書に親しむ

読書

読むことの授業

3．研究の歩み （3）Ｒ７年度 「自立した学習者」をより具体化



三年次の研究課題

「自立した学習者」を育てるた
めに、単元と読書をどのように
関連させて指導するとよいのだ
ろうか。

２．「言葉による見方・考え方」の働かせ方
(３)Ｒ７年度 全国大会に向けての研究課題の設定



本日の発表内容

１ 研究主題の設定について

２ 都小国研「読むこと部」で捉える
「言葉による見方・考え方を働かせる」とは

３ 研究の歩み

４ 実際の実践

５ 成果と課題



4．実際の実践 はじめに：高学年で目指したい姿

【読むこと部の研究主題】

自立した学習者を育てる読むことの指導

既習の読みの観点
を活用して読む

課題や問いを立てる

自分の考えをもつ
交流によって
考えを深める

② 自ら読み
進める

③ 協働的に
読む

① 「読み方」を
意識して読む

④ 言葉や文章
を大切にする

「読みたい！」という思い



高学年分科会の実践
第６学年

やまなし 私はこう読む
～多様な視点をもとに解釈を深めよう～

「やまなし」「イーハトーヴの夢」

（光村図書６年） 

4．実際の実践 (１)「やまなし」



学習材「やまなし」
宮沢賢治の優れた表現を味わい深く読める作品である。

３．実際の実践 (1)「やまなし」の実践 ①教材について

児童の「何だろう？」「分からない！」が自然と
生まれる作品でもある。

どうして「やまな
し」という題名な
のかな？

何を伝えたいのだ
ろう？

この言葉は見たこ
とがないな。

今までの物語文と
はちがう…。



３．実際の実践 (１)「やまなし」の実践 ②教材分析表



３．実際の実践 (１)「やまなし」 ②教材分析表

単元の中心課題となる
「大きな問い」

毎時間のめあてとなる
大きな問いを解決する
ための「小さな問い」

その時間に活用したい
読みの観点
整理・分析の方法

「読みの観点」や「整
理・分析の方法」を働
かせて読んだ際の児童
の読みの予想



３．実際の実践 (１)「やまなし」の実践 ③問いづくり



３．実際の実践 (１)「やまなし」の実践 ③「問いづくり」からの読みたい

なぜ、かには「かわ
せみ」が怖いのか？

「やまなし」という
題名の意味とは？

「かわせみ」と「やまな
し」に共通点はあるのか

なぜ「かわせみ」と
「やまなし」なのか

「かわせみ」
と「やまな
し」を対比し
て読みたい！



３．実際の実践 (１)「やまなし」の実践 ④「作者」を読みたい

か
に
を
物
語
の
中
心
に
し
た
意
味

は
何
だ
ろ
う
？

かには弱い存在だから

食べられる存在だから
下なんじゃない？

かには立場が上なのか？

宮沢賢治はかにが好き
なのかも…

昔の人だから戦争とかが
関わっているのかも…



３．実際の実践 (１)「やまなし」の実践 ⑤「他作品」を読みたい

他の作品にも手がか
りがありそう。

他の作品も
読んでみたい。

いつでも手が届く
教室環境 宮沢

賢治



３．実際の実践 (１)「やまなし」の実践 ⑥読みの足あと

見方

読みの観点

考え方

整理・分析
の方法

自分も
ここを読みたい

こうやって読みたい

挿絵

挿絵



３．実際の実践 (１)「やまなし」の実践 ⑦単元末の言語活動

初発からの自身の変容を実感できるゴール設定

この学習で「つな
げる」ということ
が身についた。
他作品から似てい
ることや真逆のこ
ととつなげられ、
「イーハトーヴの
夢」から賢治の経
験も作品に表れて
いた。

初発

終末



高学年分科会の実践
第６学年

伝え合おう、太一の生き方 私の

生き方
～物語から見つけた生き方を

自分の生き方とつなげて考えよう～
「海の命」（光村図書６年） 

３．実際の実践 ②Ｒ７年度の実践 「海の命」



３．実際の実践 はじめに：高学年における自立した学習者とは

【読むこと部の研究主題】

自立した学習者を育てる読むことの指導

既習の読みの観点
を活用して読む

課題や問いを立てる

自分の考えをもつ
交流によって
考えを深める

「読みたい！」という思い

② 自ら読み
進める

③ 協働的に
読む

① 「読み方」を
意識して読む

④ 言葉や文章
を大切にする



日常生活で

読む場面

② 自ら読み
進める

③ 協働的に
読む

① 「読み方」を
意識して読む

④ 言葉や文章を大切にする

「豊
か
な
言
語
生
活
」の
実
現

「自立した学習者」
のイメージ

「読み方」が分

かると想像が広
がる。

自分なりに「問

い」を解決しなが
ら読むと楽しい。

文章を読んで

考えたことを友
達と交流すると
新たな発見が
ある。

読むって楽しい。
もっと読みたい。

「読む」という行
為を肯定的に
捉える。

生涯にわたって、
読書に親しむ

読書

読むことの授業

３．実際の実践 (３)Ｒ７年度の実践「海の命」 「自立した学習者」をより具体化



読書についてのアンケートの実施

読書経験について話合う

２．実際の実践 (３)Ｒ７年度「海の命」 導入の工夫 「読書」との出合い



２．実際の実践 (３)Ｒ７年度「海の命」 導入の工夫 「読書」との出合い

読書に関するアンケートの実施

①本をよく読みますか。

②友達と本について話すことがありますか

③(②で「ある」と答えた人のみ)どんなこ
とを話しますか。

④本を読むよさとは、どんなことだと思い
ますか。



「読書」を意識付け

読書に関するアンケートの実施

読書経験についての話合い

読んだことを
自分に生かし
たい。

もっと色々な
本を読みたい
な。

物語を読むとワ
クワクする。

ファンタジーが
人気ということ
はおもしろいの
かな。

２．実際の実践 (３)Ｒ７年度「海の命」 導入の工夫 「読書」との出合い



学習材「海の命」
中心人物・太一が様々な出来事や周りの人々の影響を受けて成長する。山場の太
一の決断に対し、多様な考えをもつことができる。

太一の海への
思いが強くて
心に残った。

太一は色々な人にお
世話になって立派な
漁師になったのだな。

与吉じいさやおと
うの言葉に込めら
れた意味は？

「母の悲しみさえ
も背負おうとして
いる」とはどうい
うこと？

太一は、
なぜ最後に大魚
を殺さなかった
のだろう？

２．実際の実践 (３)Ｒ７年度「海の命」 導入の工夫 作品との出合い

物語から「生き方」を
見つけ、つなげたい



３．実際の実践 (３)Ｒ７年度「海の命」 生き方につなげた教材分析

物語から見つけた生き方を自分の生き方とつなげて考えよう

整理・分析の方法

比較 関連付け 予測

自分につなげる 類推

美
し
い
描
写
か
ら
、
父
の

海
は
太
一
に
と
っ
て
特
別

な
場
所
だ
と
分
か
る
。

母
に
と
っ
て
は
、
父
を
奪

っ
た
恐
ろ
し
い
場
所
で
も

あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

「
千
び
き
に
一
ひ
き
」
の

教
え
を
、
太
一
は
最
後
の

場
面
で
も
守
っ
て
い
る
。

父
と
じ
い
さ
の
死
の
受
け

止
め
方
の
ち
が
い
に
、
太

一
の
成
長
を
感
じ
る
。

お
と
う
だ
と
「
思
う
こ
と
に

よ
っ
て
」
と
あ
る
か
ら
、
本

当
に
お
と
う
だ
と
思
っ
た
わ

け
じ
ゃ
な
い
と
思
う
。

「
海
の
命
」
を
守
ろ
う
と
し

て
い
る
。
そ
れ
が
「
海
で
生

き
る
」
と
い
う
こ
と
か
。

海
の
命
を
守
り
、
家
族
も
大

切
に
す
る
太
一
こ
そ
、
本
当

の
一
人
前
の
漁
師
だ
。



物語から見つけた生き方を自分の生き方とつなげて考えよう

これまでに読んだ作品の中心人物はどのような
「生き方」をしていたか？

「大造じいさんとガン」

・執念を燃やし、
努力して生きていた。

・正々堂々とした生き方
・猟師としてプライドを
もって生きた。

物語文の中にも「生き方」がある。

「イーハトーヴの夢」
（宮沢賢治）

・自分を犠牲にしてで
も、人のために尽くし
て生きた。
・故郷の自然を愛して
生きた。

「やなせたかし
アンパンマンの勇気」

・人を喜ばせたい
という強い思いを
もっていた。
・

２．実際の実践 (３)Ｒ７年度「海の命」 中心課題の設定・・・「生き方」を読みたい



「生き方」とは何か

・何を大切、尊敬、尊重しているか。

・どのような行動をするか、しないか

・どんな信念や思いをもっているか

２．実際の実践 (３)Ｒ７年度「海の命」 中心課題の設定・・・「生き方」を読みたい

↑

掲
示
物

↑
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

(
読
み
の
足
あ
と)



既習の物語「海の命」

教師が紹介したブックリストの物語

読んだことのある物語

【終末の言語活動】
物語から見つけた生き方を自分の生き方とつなげて考えよう

２．実際の実践 (３)Ｒ７年度「海の命」 単元末の言語活動・・・「楽しいから」読みたい

自
分
の
「
い
ち
推
し
」

の
生
き
方
を
、
知
っ
て

ほ
し
い

同
じ
本
を
読
ん
で

も
考
え
が
違
っ
て

お
も
し
ろ
い
な
。

物
語
に
つ
い
て

友
達
と
話
す

っ
て
楽
し
い
。

こ
れ
ま
で
に
読

ん
だ
本
も
読
み

返
し
た
い
。



２．実際の実践 (３)Ｒ７年度「海の命」
単元末の言語活動・・・「自分に合った本を」読みたい

「生き方」が読める本のリストを作成

様々な実態の児童に対応でき
る多様な本を取り入れる。

いつでも手に取って読みこと
のできる環境



交流用の拡大全文シートの活用

２．実際の実践 (３)Ｒ７年度「海の命」 交流の工夫・・・「みんなで」読みたい

根拠となる叙述を
明確にした話合い。

サイドラインの
色を変えて読みの
積み重ねを視覚化。

物語について話合う
楽しさ・良さを実感。

挿絵

挿絵

挿
絵

挿
絵

挿絵

挿
絵

挿
絵



本日の発表内容

１ 研究主題の設定について

２ 都小国研「読むこと部」で捉える
「言葉による見方・考え方を働かせる」とは

３ 研究の歩み

４ 実際の実践

５ 成果と課題



【成果】
・導入や単元構成を工夫し、学習に必然性を
もたせることができた。

・単元の学習と日常の読書とをつなげる手だてを
具体化できた。

【課題】
児童が読むことのよさや面白さに気付けるようにす
るための「読書」以外の手だても視野に入れて研究
を進めていく。

２．成果と課題 (２)Ｒ７年度 成果と課題

【令和７年度 研究課題】
「自立した学習者」を育てるために、単元と読書を
どのように関連させて指導するとよいのだろうか。



５．成果と課題 （１）成果①「読み方」の獲得

自らの「読み方」
の積み重ね

挿絵

挿絵

「読みの観点(見方)」や
「整理分析の方法(考え方)」

の具体化



読みの足あと

５．成果と課題 (１) 成果①「読み方」の獲得

その作品に
固しつする
のではなく、
他の作品も
読んでみる
といいと知
った。

やまなしにこめられた思いは、
イーハトーヴの夢に書かれてい
る賢治の理想に注目したら分か
った。

これからは
その作者独
自の表現を
見逃さず、
なんでこの
表現なのか
を考える。

他作品とつなげて考える大切さ
をみんなの意見を聞いて知りま
した。今回はできなかったけど、
どこかの国語の授業で生かした
いです。

言語活動

「読み方」の獲得から
「読みたい」が生まれる



５．成果と課題 （１）成果②読書から「生き方」を見付ける

ブドリは人を助けるために自分
を犠牲にする生き方をしました。
(中略)
私は人を大切にし、人のために
行動できる人間になりたいです。

私は「言葉を大切
にして読む力」が
一番身に付いたと
思います。
（中略）
今回身に付けた力
は、この物語だけ
はでなく、これか
ら読む物語にも大
切な力だと思いま
した。

既読の物語の
新たな価値

「言葉を大切に
する」意識



５．成果と課題 （２）課題①「日常」に読書を

【課題】
①子どもたちの読書の幅を広げるには
至らなかった。

読む時間の確保

こ
の
本
を
読
ん
だ
子

が
た
く
さ
ん
い
る
。

こ
の
「
生
き
方
」
が

素
敵
だ
な
。

場の設定

ブックリスト
の見直し



５．成果と課題 （２）課題①「日常」に読書を

他教科との連携
カリキュラム・
マネジメント

【課題】
②「読むこと」の学習を日常につなげ
るための「読書」以外の手立て

語彙の拡充



全国小学校国語教育研究大会
（東京大会）

11月19日・20日…授業日は20日(金)

第1会場 品川区立大井第一小学校
第2会場 台東区立松葉小学校



ご清聴ありがとう
ございました。
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